
倒
木
可
能
性〝
見
え
る
化
〞を

倒
木
可
能
性〝
見
え
る
化
〞を

生
育
把
握
へ「
デ
ン
ド
ロメ
ー
タ
ー
」設
置

大船渡市大規模林野火災

　

こ
の
調
査
は
、
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ

（
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
）
の

一
般
社
団
法
人
大
船
渡
地
域
戦

略
（
志
田
繕
隆
理
事
長
）
に
よ

る
取
り
組
み
。
同
法
人
は
、
み

ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
を
巡
る

ハ
イ
カ
ー
の
受
け
入
れ
体
制
整

備
な
ど
を
進
め
て
い
る
。

　

林
野
火
災
の
現
場
で
は
一
般

的
に
、
幹
部
分
だ
け
が
焦
げ
、

緑
色
の
葉
が
残
っ
て
い
て
も
、

数
年
後
に
枯
れ
る
樹
木
が
発
生

す
る
。
幹
の
表
面
が
低
い
位
置

に
あ
っ
て
も
３
６
０
度
焦
げ
る

と
、
水
分
が
木
全
体
に
行
き
渡

る
の
が
難
し
く
な
り
、
数
年
後

に
枯
れ
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る

と
い
う
。

　

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
ル

ー
ト
の
う
ち
、
赤
崎
町
～
三
陸

町
綾
里
の
約
20
㌔
で
、
ト
レ
イ

ル
沿
い
の
木
々
に
も
大
規
模
林

野
火
災
の
延
焼
が
及
ん
だ
。
こ

れ
を
受
け
、
地
域
戦
略
は
長
期

的
な
視
点
で
安
全
確
保
や
ル
ー

ト
沿
い
の
情
報
共
有
に
つ
な
げ

よ
う
と
、
林
野
火
災
を
受
け
て

寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
を
活
用
し

て
取
り
組
む
。

　

さ
ら
に
、
国
土
緑
化
推
進
機

構
「
緑
と
水
の
森
林
フ
ァ
ン

ド
」
の
助
成
を
受
け
た
。
森
林

科
学
分
野
を
専
門
と
す
る
宮
崎

大
学
農
学
部
の
篠
原
慶
規
准
教

授
や
、大
規
模
林
野
火
災
以
降
、

大
船
渡
に
何
度
も
足
を
運
ぶ
京

都
大
学
防
災
研
究
所
水
資
源
環

境
研
究
セ
ン
タ
ー
の
峠
嘉
哉
特

定
准
教
授
の
協
力
を
得
て
進
め

る
。

　

15
日
に
設
置
し
た
の
は
、
綾

里
崎
灯
台
付
近
か
ら
立
石
山
に

上
る
ル
ー
ト
沿
い
で
、
尾
根
部

分
に
当
た
る
。
一
帯
は
市
有
地

の
天
然
林
で
、
１
㍍
超
の
高
さ

で
幹
が
黒
く
焦
げ
て
い
る
マ
ツ

な
ど
を
選
ん
だ
。
デ
ン
ド
ロ
メ

ー
タ
ー
は
、
幹
部
分
の
周
囲
の

長
さ
を
計
測
す
る
も
の
で
、
電

動
器
具
と
手
動
の
計
44
機
を
設

置
し
た
。

　

樹
木
の
幹
は
、
春
か
ら
夏
に

か
け
て
の
成
長
だ
け
で
な
く
、

水
分
を
根
か
ら
吸
い
上
げ
て
葉

か
ら
放
出
す
る
な
ど
１
日
だ
け

で
も
変
化
が
あ
り
、
電
動
で
は

10
分
単
位
で
計
測
が
可
能
。
手

動
の
場
合
は
、
数
カ
月
単
位
で

の
変
化
を
確
認
す
る
こ
と
に
し

て
い
る
。

　

林
野
火
災
現
場
で
の
こ
う
し

た
精
密
な
計
測
調
査
は
全
国
的

に
も
例
が
な
い
と
い
い
、
取
り

組
み
の
行
方
が
注
目
さ
れ
る
。

篠
原
准
教
授
は
「
死
ん
で
い
く

木
は
倒
木
に
加
え
、
根
が
弱
る

こ
と
で
土
砂
災
害
の
危
険
性
が

　

大
船
渡
市
大
規
模
林
野
火
災
の
延
焼
域
に
あ
る
樹
木

が
生
育
す
る
か
ど
う
か
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
三
陸

町
綾
里
の
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
ル
ー
ト
沿
い
で
、

倒
木
可
能
性
調
査
が
始
ま
っ
た
。
黒
く
焦
げ
た
跡
が
残

る
樹
木
の
幹
に
、
成
長
量
や
水
分
の
動
き
を
計
測
で
き

る
「
デ
ン
ド
ロ
メ
ー
タ
ー
」
を
設
置
。
倒
木
や
枝
の
落

下
と
い
っ
た
危
険
性
へ
の
対
応
に
役
立
て
る
だ
け
で
な

く
、
よ
り
広
範
囲
の
延
焼
区
域
で
の
被
災
木
の
成
長
予

測
に
つ
な
げ
る
応
用
な
ど
、
今
後
の
成
果
が
注
目
さ
れ

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
藤　

壮
）

高
ま
る
。
ど
の
木
が
生
き
残

り
、
ど
の
木
が
弱
っ
て
い
く
か

の
調
査
で
あ
り
、
長
い
期
間
を

か
け
て
行
い
た
い
。
森
自
体
が

ど
う
な
っ
て
い
く
か
と
い
っ
た

デ
ー
タ
や
、木
の
種
類
や
直
径
、

成
長
度
の
関
係
式
が
つ
く
れ
れ

ば
、
予
測
に
も
生
か
せ
る
の
で

は
な
い
か
」
と
話
す
。

　

峠
特
定
准
教
授
も
「
ト
レ
イ

ル
ル
ー
ト
以
外
の
人
工
林
も
、

被
災
木
を『
切
る
』『
切
ら
な
い
』

の
選
択
に
迫
ら
れ
る
中
、
ど
う

い
う
状
態
に
あ
る
か
を
確
認
す

る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
技
術
が
必

要
。
災
害
を
過
ぎ
去
っ
た
も
の

に
せ
ず
、
記
録
す
る
こ
と
に
も

つ
な
が
る
。
専
門
家
以
外
で
も

状
態
を
把
握
で
き
る
指
標
の
一

つ
に
な
り
、
山
へ
の
関
心
に
つ

な
が
る
」
と
、
調
査
の
意
義
を

語
る
。

　

地
域
戦
略
は
今
後
、
調
査
地

を
増
や
し
て
い
く
方
針
。
志
田

理
事
長
は
「
調
査
を
す
る
こ
と

で
、
ハ
イ
カ
ー
向
け
に
倒
木
の

可
能
性
は
低
い
と
い
っ
た
前
向

き
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に

も
つ
な
が
る
。
定
期
的
な
確
認

な
ど
、
息
の
長
い
取
り
組
み
で

あ
り
、
調
査
に
参
加
す
る
ツ
ア

ー
な
ど
も
企
画
で
き
れ
ば
」と
、

今
後
を
見
据
え
る
。

◇

　

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
ル

ー
ト
の
う
ち
、
綾
里
峠
周
辺
は

森
林
災
害
復
旧
事
業
の
た
め
、

来
年
３
月
末
ま
で
通
行
で
き
な

い
。

綾
里
の
ト
レ
イ
ル
ル
ー
ト
で
調
査

延
焼
域
で
の
予
測
な
ど
応
用
に
も
期
待

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
ル
ー
ト
沿
い
で
電
動
の
「
デ

ン
ド
ロ
メ
ー
タ
ー
」
を
設
置
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